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介

上
横
手
雅
敬
監
修

井
上
満
郎
・
杉
橋
隆
夫
編
集

『
古
代
・
中
世
の
政
治

と
文
化
』

　
本
書
は
上
横
手
雅
敬
氏
が
京
都
大
学
総
合
人
聞

学
部
（
旧
教
養
部
）
を
退
官
さ
れ
る
に
あ
た
っ
て

編
ま
れ
た
論
文
集
で
、
教
養
部
ゼ
ミ
の
受
講
生
・

上
横
手
氏
主
催
の
研
究
会
の
参
加
者
に
上
横
手
氏

自
身
を
含
め
た
蟹
草
名
が
執
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。

全
体
が
三
部
構
成
に
分
れ
、
扱
わ
れ
て
い
る
テ
ー

マ
も
多
様
で
、
上
横
手
氏
の
学
問
の
幅
の
広
さ
を

示
す
も
の
と
い
え
る
。
以
下
順
に
紹
介
し
て
い
き

た
い
。

　
第
一
部
「
政
治
と
権
力
」
は
一
〇
編
か
ら
な
る
。

　
西
山
良
平
「
奈
良
朝
《
謀
反
》
顛
宋
論
」
は
八

世
紀
申
期
以
降
の
謀
反
で
は
、
ま
ず
身
柄
を
拘
束

し
て
廃
帝
な
ど
の
手
続
き
を
と
っ
て
か
ら
、
幽
閉

し
て
死
亡
さ
せ
た
が
、
こ
れ
は
天
皇
な
ど
の
地
位

が
独
自
に
介
在
し
た
た
め
廃
止
の
手
続
き
が
必
要

だ
が
、
地
位
と
黒
人
が
未
分
離
の
た
め
殺
害
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
で
、
そ
の
点
を
当
該
期
の

王
権
の
特
色
と
す
る
。

　
橋
本
義
剣
「
古
代
御
輿
考
－
天
皇
・
太
上
天

皇
・
皇
盾
の
御
輿
一
」
は
御
輿
の
変
遷
に
つ
い
て

検
討
し
、
奈
良
時
代
に
は
天
皇
以
下
そ
れ
ぞ
れ
に

御
輿
と
駕
輿
丁
が
存
在
し
た
が
、
嵯
峨
太
上
天
皇

以
後
は
太
上
天
皇
は
牛
車
を
、
皇
后
も
天
皇
の
判

断
が
必
要
で
、
御
輿
・
雨
樋
丁
と
も
に
天
皇
だ
け

の
も
の
と
な
り
、
御
輿
自
体
も
奈
良
時
代
か
ら
の

焼
均
（
驚
賛
）
と
と
も
に
葱
花
登
も
用
い
ら
れ
、

両
者
の
使
い
分
け
の
基
準
も
整
え
ら
れ
た
と
す
る
。

　
一
7
5
木
泰
雄
「
摂
関
政
治
の
衰
退
」
は
、
十
世
紀

初
頭
に
公
卿
が
皇
室
の
近
親
者
と
外
戚
で
独
占
さ

れ
る
ミ
ウ
チ
政
治
が
成
立
し
た
が
、
公
卿
の
家
格

の
確
立
に
よ
り
ミ
ウ
チ
が
減
少
し
、
後
三
条
・
白

河
院
政
初
期
を
支
え
た
の
は
、
ミ
ウ
チ
と
は
無
関

係
に
公
卿
を
維
持
し
た
家
柄
の
出
身
者
で
そ
れ
を

院
側
近
と
し
、
院
自
身
が
政
治
に
介
入
・
主
導
す

る
と
自
立
し
た
院
側
近
は
没
落
し
、
院
の
下
で
育

成
さ
れ
た
院
近
照
が
台
頭
し
、
彼
ら
が
新
た
な
家

を
分
立
さ
せ
て
公
卿
社
会
の
一
翼
を
結
う
こ
と
に

な
っ
た
と
説
き
、
院
側
近
と
院
近
臣
を
区
別
す
る
。

　
美
川
圭
「
寺
社
問
題
か
ら
見
る
院
政
の
成
立
」

は
、
後
三
条
以
来
の
仏
教
興
隆
策
が
院
と
上
級
僧

侶
の
人
的
関
係
の
拡
大
を
も
た
ら
し
、
白
河
院
が

摂
関
家
の
弱
体
化
に
よ
っ
て
ウ
ラ
の
口
入
権
力
と

し
て
実
施
し
た
強
引
な
仏
教
徽
界
へ
の
人
事
権
行

使
が
、
騒
乱
・
緻
訴
を
引
き
起
こ
し
、
そ
れ
に
対

処
す
る
た
め
に
、
院
が
軍
事
動
員
と
政
治
の
中
心

と
い
う
オ
モ
テ
の
権
力
と
し
て
姿
を
現
わ
す
こ
と

に
な
っ
た
と
し
、
坂
本
三
三
氏
の
方
法
を
批
判
。

　
川
端
新
「
摂
関
家
領
荘
園
群
の
形
成
と
伝
領
i
辱

近
衛
家
領
の
成
立
一
」
は
、
近
衛
家
所
領
目
録
の

各
荘
園
群
の
形
成
・
伝
領
過
程
を
分
析
、
女
院
領

と
い
う
形
で
安
定
さ
せ
近
衛
家
と
い
う
家
の
成
立

と
密
接
な
関
係
を
も
つ
高
趣
院
領
、
氏
長
者
の
も

と
で
年
中
行
事
の
中
心
に
あ
る
京
極
慰
撫
の
二
大

所
領
が
、
忠
実
期
に
荘
園
管
理
機
構
を
備
え
た
も

の
と
し
て
整
備
さ
れ
、
文
治
二
年
の
近
衛
基
通
・

九
条
古
製
の
争
論
で
京
極
殿
領
も
近
衛
家
領
と
し

て
確
定
し
た
と
述
べ
る
。

　
久
野
修
義
「
東
大
寺
大
仏
の
再
建
と
公
武
権

力
」
は
、
菓
大
寺
の
再
建
と
い
う
内
乱
後
の
平
和

政
策
で
後
白
河
の
側
が
　
怨
し
て
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
を

握
っ
て
い
た
こ
と
、
建
久
六
年
の
東
大
寺
供
養
で

も
源
頼
朝
は
外
甥
者
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
、
民
衆

の
逸
脱
・
混
乱
か
ら
法
会
を
守
護
す
る
存
在
と
し

て
畿
内
の
寺
社
勢
力
に
対
し
自
己
の
暴
力
を
正
当

化
し
た
と
し
、
「
中
世
寺
院
と
祉
会
・
国
家
」
（
『
日

本
史
研
究
』
三
七
六
）
の
自
説
を
補
強
。

159 （159）



　
杉
橋
隆
夫
「
牧
の
方
の
出
身
と
政
治
的
位
置
－

池
禅
尼
と
頼
朝
と
i
」
は
、
牧
の
方
が
池
禅
尼
の

姪
に
あ
た
り
院
近
臣
一
族
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら

か
に
し
、
池
禅
尼
の
「
頼
朝
旧
名
嘆
願
」
は
頼
朝

を
政
治
的
取
引
の
カ
…
ド
と
し
て
、
北
条
時
政
・

牧
の
方
夫
妻
に
預
け
ら
れ
た
も
の
と
す
る
。

　
今
岡
典
和
「
戦
国
期
の
地
域
権
力
と
官
途
－
毛

利
氏
を
素
材
と
し
て
i
」
は
、
毛
利
氏
家
臣
団
の

官
途
に
よ
る
身
分
編
成
を
、
戦
此
期
（
毛
利
氏
独

自
の
授
与
十
国
衆
は
将
軍
か
ら
授
与
）
・
天
正
末

年
（
豊
距
政
権
に
よ
る
家
臣
へ
の
授
与
）
・
慶
長

年
間
（
全
て
の
家
臣
団
に
毛
利
氏
か
ら
授
与
）
の

三
段
階
で
掘
握
す
る
。

　
今
谷
明
「
明
正
践
詐
を
め
ぐ
る
公
武
の
軋
礫
」

は
、
氏
の
『
武
家
と
天
皇
－
王
権
を
め
ぐ
る
相

剋
i
』
で
扱
っ
た
、
後
水
尾
天
皇
の
突
然
の
譲
位

事
件
を
め
ぐ
る
幕
府
の
対
応
を
史
料
典
拠
を
明
ら

か
に
し
て
再
論
し
た
も
の
。

　
伊
藤
之
雄
「
桂
園
体
制
形
成
期
の
政
友
会
の
組

織
改
革
と
原
敬
」
は
、
西
園
寺
公
望
の
政
友
会
総

裁
就
任
か
ら
第
一
次
西
園
寺
内
閣
ま
で
の
政
友
会

組
織
を
検
討
、
西
園
寺
・
原
敬
・
松
田
正
久
の
最

高
幹
部
が
地
位
に
よ
ら
な
い
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な

権
力
を
確
立
し
、
そ
の
過
程
で
の
地
方
団
の
取
り

込
み
と
党
組
織
の
中
央
集
権
化
に
つ
い
て
述
べ
る
。

　
第
二
部
「
国
家
と
制
度
」
は
七
編
か
ら
な
る
。

　
鎌
田
元
一
「
日
本
古
代
の
官
印
…
八
世
紀
の
諸

国
印
を
中
心
と
し
て
…
」
は
、
国
印
の
使
臣
が
大

宝
令
に
始
ま
り
大
宝
四
年
に
鋳
造
さ
れ
た
こ
と
、

初
期
に
は
諸
司
印
と
は
「
印
」
字
の
書
体
が
異
な

っ
て
い
た
こ
と
、
そ
の
後
の
改
鋳
は
必
要
に
応
じ

て
行
な
わ
れ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。

　
吉
川
真
司
「
勅
符
論
」
は
、
従
来
の
勅
符
に
関

す
る
諸
説
を
批
判
し
て
、
そ
れ
が
大
宝
令
以
前
に

さ
か
の
ぼ
る
勅
命
伝
達
を
文
書
化
し
た
も
の
で
、

唐
の
直
輪
重
で
あ
る
詔
書
・
勅
旨
と
は
異
な
る
と

し
、
養
老
令
で
削
除
さ
れ
た
の
は
奉
勅
窟
符
に
受

け
継
が
れ
た
た
め
だ
と
す
る
。

　
栄
原
永
遠
男
「
上
目
帳
に
つ
い
て
」
は
、
氏
の

正
倉
院
文
書
研
究
の
　
環
、
上
日
帳
の
復
元
と
そ

れ
を
め
ぐ
る
諸
問
題
を
検
討
し
た
も
の
。

　
酒
井
宏
治
「
本
座
勅
許
（
本
座
宣
旨
）
の
成
立
」

は
、
前
官
公
卿
出
仕
の
た
め
に
、
鳥
羽
院
政
期
に

院
側
近
な
ど
を
対
象
に
も
と
の
座
に
壮
盛
さ
せ
る

本
座
宣
旨
が
　
般
化
、
そ
の
後
の
前
官
公
卿
の
増

加
に
と
も
な
い
院
近
臣
や
政
務
・
故
実
に
長
け
た

人
々
を
対
象
に
そ
れ
が
使
用
さ
れ
る
と
す
る
。

　
上
島
享
「
受
領
成
功
の
展
開
」
は
、
院
政
期
の

御
願
寺
造
営
の
主
た
る
用
途
と
し
て
受
領
成
功
が

多
用
さ
れ
、
そ
の
優
遇
策
と
し
て
臨
時
召
物
免
除

が
行
な
わ
れ
る
が
、
逆
に
受
領
の
済
物
対
揮
を
生

み
出
し
、
十
二
世
紀
中
葉
に
は
一
国
を
造
営
に
宛

て
る
造
扇
制
、
さ
ら
に
は
知
行
蒼
色
が
一
般
化
す

る
と
述
べ
る
。

　
谷
口
昭
「
中
世
国
家
と
公
家
新
制
i
制
度
的
普

遍
性
を
検
討
す
る
た
め
に
一
」
は
、
保
元
令
に
始

ま
る
公
家
新
制
に
つ
い
て
、
理
念
の
表
明
以
外
の

普
遍
的
な
実
質
性
を
求
め
る
こ
と
は
不
可
能
に
近

い
と
主
張
す
る
。

　
笠
谷
和
比
古
「
『
国
持
大
名
』
論
考
」
は
、
徳

川
時
代
の
国
持
大
名
の
有
し
た
種
々
の
特
権
を
確

認
し
、
そ
れ
が
鎌
倉
幕
府
…
の
守
護
以
来
の
統
治
権

的
支
配
権
を
継
承
し
た
も
の
で
、
そ
こ
に
国
郡
制

が
近
世
社
会
で
生
命
力
を
有
し
た
理
由
を
求
め
、

ま
た
国
奉
行
が
国
持
大
名
の
い
な
い
国
で
そ
れ
を

補
完
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
る
。

　
第
三
部
「
文
化
と
社
会
」
は
九
編
か
ら
な
る
。

　
本
郷
真
紹
「
国
家
仏
教
と
行
基
」
は
、
八
世
紀

前
半
ま
で
の
初
期
国
家
仏
教
は
地
方
豪
族
層
へ
の

布
教
と
京
・
畿
内
の
清
浄
性
を
維
持
し
天
皇
の
権

威
を
標
榜
す
る
こ
と
を
特
質
と
し
た
が
、
行
基
集

団
の
活
動
と
そ
れ
を
擁
護
し
た
藤
原
光
明
子
の
働

き
か
け
で
、
天
平
年
間
に
全
国
家
レ
ベ
ル
で
仏
教

浸
透
を
図
り
天
皇
の
宗
教
的
権
威
を
補
強
す
る
も

の
へ
と
変
化
す
る
と
述
べ
る
。
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介紹

　
井
上
満
郎
「
王
朝
貴
族
と
『
不
老
不
死
ヒ
は
、

説
話
・
往
生
伝
の
分
析
に
よ
り
不
老
不
死
の
思
想

と
方
法
が
神
仙
思
想
・
道
教
の
影
響
を
受
け
て
は

い
る
も
の
の
潤
本
的
展
開
の
申
で
の
像
だ
が
、
教

団
や
教
義
を
持
た
な
か
っ
た
た
め
思
想
・
信
仰
で

は
な
く
民
俗
レ
ベ
ル
に
と
ど
ま
っ
た
と
す
る
。

　
小
林
保
夫
「
東
大
寺
領
木
津
木
屋
所
の
歴
史
的

壁
書
…
発
生
期
の
問
と
の
関
連
で
i
」
は
、
「
問
」

本
来
の
機
能
を
倉
庫
と
し
、
律
令
制
か
ら
荘
園
公

領
制
へ
転
換
の
過
程
で
、
権
門
の
淀
川
な
ど
で
の

舟
航
や
渡
船
な
ど
に
従
事
し
、
そ
の
船
や
運
航
者

を
恒
常
的
に
提
供
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
述
べ
る
。

　
田
島
公
「
『
花
園
流
』
の
源
流
と
相
承
の
系
譜

一
『
春
玉
秘
抄
』
の
成
立
と
伝
来
の
過
程
を
手
懸

か
り
と
し
て
一
」
は
、
属
が
近
年
精
力
的
に
行
な

っ
て
い
る
「
花
園
説
」
に
関
す
る
研
究
の
ま
と
め

と
補
足
・
訂
正
。

　
勝
山
清
次
「
中
世
的
荘
園
年
貢
の
成
立
」
は
、

十
一
世
紀
後
半
～
十
二
世
紀
前
後
の
表
題
（
申
世

年
出
貝
体
系
成
立
の
第
二
段
階
）
に
つ
い
て
、
領
域

型
荘
園
の
成
立
と
そ
の
広
範
な
形
成
、
荘
園
領
主

に
よ
る
公
的
な
領
域
支
配
権
の
掌
握
、
地
子
（
地

代
）
か
ら
窟
物
・
年
貢
（
租
税
＋
地
子
）
へ
の
変

化
と
し
、
年
貢
は
中
央
に
お
け
る
一
定
の
流
通
経

済
の
発
展
を
前
提
と
し
た
交
換
手
段
の
機
能
を
果

た
す
べ
く
位
置
付
け
ら
れ
て
い
た
と
す
る
。

　
綾
村
宏
「
袖
判
に
つ
い
て
…
源
頼
覇
の
下
文
に

関
連
し
て
一
」
は
、
頼
朝
の
袖
判
下
文
を
袖
部
分

の
文
言
・
黒
鍵
、
下
文
形
式
の
文
書
の
前
代
か
ら

の
展
開
か
ら
捉
ら
え
、
御
家
人
側
が
直
状
で
間
に

何
も
介
さ
な
い
形
式
を
望
ん
だ
故
の
文
書
と
す
る
。

　
上
横
手
雅
敬
「
後
鳥
羽
上
皇
の
政
治
と
文
学
」

は
、
物
語
文
学
・
日
記
文
学
は
貴
族
文
化
の
主
流

で
な
か
っ
た
が
、
後
鳥
羽
上
皇
が
源
通
親
（
土
御

門
の
母
聖
明
門
院
の
不
倫
相
手
）
か
ら
自
立
し
て
、

和
歌
を
通
じ
て
全
て
の
貴
族
が
上
皇
を
支
持
す
る

体
制
を
樹
立
し
よ
う
と
し
た
こ
と
で
、
和
歌
の
地

位
が
初
め
て
政
治
的
文
芸
に
高
め
ら
れ
た
と
す
る
。

　
山
内
譲
「
中
世
瀬
戸
内
海
に
お
け
る
海
賊
衆
の

成
立
一
能
島
村
王
氏
を
中
心
に
一
」
は
、
研
究
の

乏
し
い
成
立
期
の
瀬
戸
内
海
賊
衆
に
つ
い
て
、
少

な
い
史
料
を
駆
使
し
て
村
上
武
吉
が
能
島
村
上
氏

の
統
率
老
の
地
位
を
確
立
す
る
ま
で
を
検
討
。

　
仁
木
宏
「
大
坂
石
山
・
寺
内
町
の
空
間
梅
造
」
は
、

大
坂
寺
内
町
の
六
町
固
有
の
発
展
過
程
が
近
接
す

る
「
都
市
」
的
空
間
に
対
し
て
影
響
を
及
ぼ
し
た

と
し
、
都
布
領
主
本
願
寺
が
上
か
ら
の
み
形
成
し

た
の
で
は
な
く
、
領
主
の
意
思
と
都
市
民
の
志
向

が
緊
張
を
は
ら
み
な
が
ら
融
舎
し
た
も
の
と
み
る
。

　
以
上
紹
介
者
の
能
力
不
足
か
ら
く
る
誤
読
も
多

々
あ
る
と
思
う
が
、
そ
の
点
は
御
寛
恕
い
た
だ
く

と
し
て
感
想
を
ご
冨
。
上
横
手
氏
は
実
証
主
義
的

な
中
世
史
家
と
し
て
著
名
で
、
そ
の
精
神
は
こ
の

論
集
に
も
受
け
継
が
れ
内
容
も
高
度
で
あ
る
。
そ

の
半
．
薗
で
論
者
が
禁
欲
的
な
た
め
か
、
研
究
史
全

体
の
中
で
占
め
る
意
味
が
紹
介
者
に
は
理
解
で
き

な
い
も
の
も
あ
っ
た
。
そ
れ
が
唯
一
の
難
点
と
も

い
え
よ
う
が
、
～
つ
一
つ
の
分
析
の
正
確
さ
を
財

め
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
こ
は
そ
の
成
果
を
大
い

に
活
辞
し
て
い
く
べ
き
だ
ろ
う
。

　
　
　
（
A
5
判
　
六
八
四
頁
　
　
九
九
照
年
四
月

　
　
　
思
文
閣
出
版
　
一
四
四
二
〇
円
）

　
　
　
　
　
　
　
（
大
村
捕
生
　
大
阪
隔
月
大
学
院
生
）
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